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1 
 

      

ようこそ大学へ！プロジェクト 

－施設の子どもたちへの学習支援－開催報告 

 
                

本企画は、児童養護施設等で生活する子どもたちの大学体験企画であり、名

古屋市子ども青少年局からの依頼を受け、名古屋市立大学大学院人間文化研究

科（谷口由希子研究室）が中心となって昨年に引き続き開催したものです。 

子どもたちが大学の雰囲気を体験することで、学習支援と高校・大学進学へ

の動機づけを促すことを目的としています。 

児童養護施設で生活する子どもたちが大学に出向くという取り組みは、全国

的にも珍しい取り組みです。 

なお、当日は岩城正光副市長も出席いただきました。 

 

              記 

 

開催日   平成 26 年 8 月 8 日（金） 

開催場所  名古屋市立大学滝子キャンパス 1 号館 

内 容   ・教授カフェ：研究室訪問（子どもたちが研究室を訪ね教授らに

質問する） 

・心理学実験体験 

・学生食堂体験 

・ボランティア学生による大学生活の案内や夏休みの宿題支援 

参加者   児童福祉施設で生活する小中学生 ４９名（小 26 中 11 高校２） 

大学生ボランティア学生 ５４名 

プロジェクト参加教員 ２１名 

 

 

■プロジェクト参加児童の様子 

・郡健二郎学長からのメッセージ      ・教授カフェ：研究室訪問（野中壽子教授） 

「みなさんは大学に行きたいと思いましたか？」      動作発達実験体験 
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2 
 

 
■児童の主な感想 
・大学生がみんな優しくて勉強も分かりやすくて行ってよかった。 

 ・楽器体験が楽しかった。 
 ・大学生の人が優しかった。 
 ・音楽のところが楽しかった。アルバイトの制服体験が面白かった。 
 ・逆さめがねの体験が面白かった。 
 ・進学を希望する上で貴重な体験となりました。今後もこのような活動が増

えていくことを期待します。 
 ・EXILE のメンディーに似た人がいて面白かった。 
 ・お勉強会の時、大学生が分かりやすく親切に教えてくださったのですが、

とてもやりやすくてよかったです。 
 ・特に心理学実験の部屋が面白くて楽しかったです。 
 ・楽しかったです。トレーニングルームや食堂、校内を楽しく回れました。

食堂ではどの品もおいしかったです。校内ではスーパーボール作りや職業

の服装を着たり、食べたりすることができました。 
 ・ドイツ語を教えてくれてありがとうございました。楽しかったです。 
 ・今回のプロジェクトに参加して大学に行きたいと感じた。 
 ・苦手な学習も楽しく進めることができた。 
 ・楽しい体験がたくさんできてよかった。 
 ・参加に乗る気ではなかったのだが、行ってみるととても楽しくいろいろな

ものが学べてよかった。学生のお兄さんやお姉さんと話ができたことも楽

しかった。 
 

■プロジェクトの紹介記事（朝日新聞朝刊 8 月 12 日） 
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平成 26 年度国際学会発表支援事業 実績一覧 

研究科 人数 主な参加学会（国名） 
医学研究科 １５ ・8th London International Symposium on Cough（イギリス）

・XIVth International Symposium on Proteinases, Inhibitors 

and Biological Control（スロベニア） 

・The 25th “SECEC-ESSSE European Society for Surgery of 

the Shoulder and Elbow ”Congress（トルコ） 

・Asian Pacific Digestive Week 2014 （インドネシア） 

・Society for Neuroscience 2014（アメリカ） 

薬学研究科 ２１ ・the 9th Liquid Matter Conference – Liquids 2014（ポルトガ

ル） 

・Annual Symposium of Society for the Study of Inborn Errors 

of Metabolism（オーストリア） 

・FEBS EMBO 2014 Conference（フランス） 

・17th International Congress of Oriental Medicine（台湾） 

・Neuroscience2014（アメリカ） 

人間文化研究科 １ ・17th World Congress of the International Association of 

Applied Linguistics(AILA2014)（オーストラリア） 

芸術工学研究科 ２ ・9th INTERNATIONAL SHIBORI SYMPOSIUM（中国） 

システム自然科学研究科 ３ ・ASTRONOMICAL POLARIMETRY 2014（フランス） 

・IAPB congress 2014（オーストラリア） 

・ International Conference of Asian Environmental 

Chemistry 2014 （タイ） 

合計 ４２  

 
参照 URL: http://www.nagoya-cu.ac.jp/item/149913.htm#itemid149913 
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